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913 奇妙な家についての注意喚起
夢見里 龍//著
KADOKAWA

生活に不便はないが、明らかに奇妙な家がある。Webや
雑誌に投稿された奇妙な家を集めて小説にした作品。

913 TRUE Colors  ―境界線の上で―
神戸遙真 他//著

講談社
女だから。男だから。という常識を取り払ってくれる、中学
生5人が主人公のアンソロジー作品。

913 ライアーハウスの殺人
織守きょうや//著

集英社
巨額の遺産を使って、自作小説を馬鹿にした人々の殺
害を計画した彩莉だったが、思い通りには進まなかった。

913 インスタントな恋だった
丸井とまと//著
主婦と生活社

SNSでバズっている「＃インスタント恋愛」。女子高生の恋
の悩みをレンタル彼氏・白斗が癒やす連作短編集。

913
文豪たちの微妙な関係
―6人の文豪たちの代表的名作―

芥川龍之介 他//著
新紀元社

文豪たちの関係性がわかる人物相関図や年表、代表作
を収録。6人の文豪作品の読み比べができます。

913
解けるとこわい謎解きゲーム
止められない交換日記

やまもと しょう//作
ポプラ社

図書館で見つけた1冊のノート。そこには、１日１題、謎の
同級生から怖い問題が届く。４０日間の謎解きゲーム。

913 本でした
又吉直樹 他//著

ポプラ社
昔々、村はずれの空き家に2人の男が住みついた。彼ら
は「どんなものでも本にもどします」と看板を立てました。

913 ネバーブルーの伝説
日向理恵子//著

KADOKAWA
写本士の少年が、ペンとインクで世界の真実を書き残
す。ネバーブルーのインクを探す冒険ファンタジー。

913 君の顔では泣けない
君嶋彼方//著
KADOKAWA

高校1年の時、ある事故で体が入れ替わってしまった陸と
まなみ。そのまま15年間、お互いの人生を送っていた。

913 こうして誰もいなくなった
有栖川有栖//著

KADOKAWA
『そして誰もいなくなった』を現代風に解釈し、驚きのミス
テリ作品に仕上げた表題作。その他13話の短編を収録。

913 この本を盗む者は
深緑野分//著
KADOKAWA

深冬の曽祖父が建てた書庫「御倉館」。そこの本が盗ま
れたことで、町が本の呪いにかけられてしまう。

913 紅招館が血に染まるとき
岡崎琢磨//著

双葉社
暴力のないVR空間バタフライワールドで、なぜか次々と
死体が見つかる。容疑者にされたアキは調査を始める。

913
殺人事件に巻き込まれて走っている
場合ではないメロス

五条紀夫//著
KADOKAWA

3日間で戻ると約束したメロスだが、妹の結婚式で殺人事
件が起きてしまう。メロスは事件解決のために走る！

913 優しい死神は、君のための噓をつく
望月くらげ//著
KADOKAWA

病室の真尋の前に、余命30日を告げる死神が現れる。
彼との出会いで、真尋はもっと生きたいと願うようになる。

913
准教授・高槻彰良の推察　１
民俗学かく語りき

澤村御影//著
KADOKAWA

この世に「本当の怪異」は存在するのか。イケメン准教授
と常識担当の大学生が、民俗学を使って怪異に挑む。

913 キミが落とした青空
櫻いいよ//著
スターツ出版

交際歴2年の実結と修弥。ある日修弥が交通事故にあ
い、実結はパニックになるが、同じ日の朝を迎えていた。

913 犯人は僕だけが知っている
松村涼哉//著
KADOKAWA

ある高校の教室から生徒が消えた。その後も失踪者は増
え学校は騒ぎになる。でも僕だけは、真相を知っていた。

913
文豪ストレイドッグス
DEAD APPLE

朝霧カフカ//著
KADOKAWA

異能力者が世界中で不自然な死を遂げる事件が多発。
依頼を受けた武装探偵社はある異能力者を捜索する。

913 No.6　　　　７～９巻
あさのあつこ//著

講談社
矯正施設に潜入し最上階へと向かう紫苑は、沙布と再会
する。９巻では、No.6の支配者が明らかになります。

932
ファンタスティック・ビーストと
ダンブルドアの秘密

J.K.ローリング//著
静山社

闇の魔法使いグリンデルバルドが魔法界の支配を企む。
ダンブルドア教授はチームを結成し、強敵に挑む。

814 まんが故事成語事典
深谷圭助//監修

金の星社
130の故事成語を、まんがでわかりやすく紹介。笑いなが
ら覚えられる楽しいイラストに注目です。

798
何問クリア！なぞときワールド
―オパール＆アンバー―

児島勇気//著
汐文社

並んだ文字の謎、不思議な図形の意味、並べられた言
葉の共通点など。みんなでチャレンジしてみよう。
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